
金
部
古
蹴
志
品
世
廿
ム
ハ

脊

金
津
古
蹟
志
巻
廿
七

城
西
木
新
係
筋

O
東
御
坊
町

俗
に
末
寺
前
と
呼
べ
り
3

此
の
町
名
は
・
一
見
放
九
年
の
地
子
町
肝
煎

裁
許
附
K
・
東
御
坊
町
と
あ
り
。
但
し
此
の
町
内
は
京
本
願
寺
の
門

前
た
り
し
故
K
・
背
は
束
末
寺
町
と
呼
べ
り
。
俊
安
二
年
四
月
金
津

町
奉
行
へ
の
建

g
k如
左
v
見
ね
た
り
。

槌
現
堂
町
・
雨
末
寺
町
、
共
外
町
並

K
つ
ピ
き
町
を
立
有
ν
之
庭
之
儀
、

本
町
同
然
、
叫
刊
法
皮
以
下
醐州
事
‘
町
山
中
行
よ
り
可
ν
被
a
申
付
-候背中。

津

間

玄

蒋

顕

民
安
二
年
四
月
十
二
日

宮

城

采

女

殿

金
滞
古
蹟
志
巻
廿
七

高
崎
也
隼
人
正

横
山
左
衛
門
尉

長
九
郎
左
衛
門
尉

奥

村

河

内

守

六
四

脇
悶
九
兵
術
殿

叉
政
治
二
年
七
月
準
公
人
前
合
献
に
‘
大
工
九
郎
兵
術
先
年
東
京
寺

町
陀
罷
在
候
。
と
記
載
せ
り
。
明
治
凶
年
戸
籍
編
成
の
際
、
核
安
江

町
と
す
。

O
奥
野
主
烏
奮
邸

今
京
本
願
寺
別
院
の
地
た
り
。
本
光
寺
由
来
性
K
.
利
家
卿
の
時
、

御
城
後
ロ
町
に
在
ν
之
専
光
寺
を
ば
、
東
本
願
寺
の
別
院
に
相
立
、
東

末
寺
と
抑
制
し
、
利
常
卿
の
時
、
布
後
町
の
寺
地
主
奥
野
主
馬
上
グ屋

敷
へ
所
替
被
品仰
付
↓
と
見
ね
、
三
登
記
K
.
寛
永
八
年
の
火
事
以
後
、

本
願
寺
末
寺
有
ν
之
後
町
の
地
侍
屋
敷
K
成
る
に
付
.
奥
野
紀
伊
守
屋

敷
へ
家
主
買
す
ゑ
托
し
て
渡
り
け
り
。
と
あ
り
。

O
奥
野
主
馬
氏
次
惇

奥
野
氏
の
組
談
岐
某
.
若
名
摘
一
郎
と
云
ひ
‘
利
家
卿
陀
事
仕
し
て
.

武
功
E
以
て
迫
h
k

加
恩
あ
り
て

‘
五
千
五
百
三
十
石

E
賜
は
り
、
民

長
十
二
年
旋
す
。
此
の
子
紀
伊
氏
品
川
家
を
稼
ぎ
、
父
の
遺
知
共
の
鐙

賜
は

p
.
一
瓦
和
四
年
淡
す
。
数
子
あ
り
。
長
男
主
馬
氏
衣
は
申
棋
を
稽

ぎ
、
五
千
石
を
賜
は
る
。
斐
は
前
能
登
侍
従
利
政
君
の
息
女
主
り
。

数
子
あ
り
。
長
男
を
治
部
左
衛
門
と
絡
す
。
五
百
石
配
分
知
を
賜
は




